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さ
あ
、
国
体
え

ま
っ
し
ぐ
ら
// 

親

切

で
心
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

、，‘』，
a

、4
‘，・、，‘-，
a

、，-，‘、

スッキリと日本晴

7月18日国体 100目前を記念して花苗の移植

〈写真市役所玄関前〉

五
O
年
に
一
度
と
い
う
長
崎
国
体
も
い
よ
/
¥

あ
と
八

O
有
余
日
に
せ
ま
り
ま
し
た
。

日
本
全
国
か
ら
沢
山
の
選
手
や
視
察
員
の
方

々
が
お
と
ず
れ
ま
す
が
、
「
大
村
に
行
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
よ
い
印
象
を
心

の
奥
深
く
残
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。

市
国
体
実
行
委
員
会
で
は

カ
ラ
リ
と
晴
れ
た
七
月
十
八

日
に
、
国
体
一

O
O
目
前
を

記
念
し
て
、
大
村
空
港
や
競

技
会
場
、
市
役
所
玄
関
前
な

ど
に
、
サ
ル
ビ
ヤ
、
マ
リ

l

守
コ
ー
ル
ド
の
花
苗
移
植
を
行

な
い
ま
し
た
。

街
に
も
、
私
た
ち
の
心
の

中
に
も
一
ば
い
花
を
咲
か
せ

て
、
明
る
い
、
温
い
気
持
で

み
な
さ
ん
を
迎
え
て
や
り
ま

し
ょ
?
っ
。
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(2) 
りおおむよ政市

噛
一

時昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和44年 8月1日

暑
さ
寒
さ
も

な
ん
の
そ
の

青
少
年
問
題
が
、
大
き
く
叶
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
今
日
、
雨
の
臼

も
。
寒
さ
に
も
、
暑
さ
に
も
ま
け

な
い
、
新
聞
少
年
を
か
が
み
と
し

で
た
た
え
よ
う
と
、
大
村
青
年
会

議
所
で
は
、
こ
の
た
び
新
聞
配
達

体
験
感
想
文
を
募
集
し
、
入
賞
者

の
表
彰
と
あ
わ
せ
て
、
優
秀
配
達
中
学
三
年
の
時
、
新
聞
配
達
で
卒
業
し
た
の
ち
に
は
一
人
前
の

・少
年
の
表
彰
を
七
月
二
十
日
、
大
私
自
身
を
鍛
え
る
と
共
に
社
会
の
農
業
技
師
と
な
る
事
を
念
朝
し
て

村
公
園
桜
田
の
堀
ふ
ん
す
い
前
で
為
に
な
る
事
を
願
い
、
長
崎
新
聞
い
ま
す
。

行
な
い
ま
し
た
。
体
験
文
の
中
に
販
売
庖

へ
来
て
か
ら
、
早
や
一
年
こ
の
居
で
は
、
永
ら
く
片
二
回

は
、
健
気
に
生
き
ん
と
す
る
少
年
V

と
四
ヶ
月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
の
休
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

ら

し

い

い

じ

ら

し

さ

が

に

じ

み

で

《

す

。

か

ら

は

週

休

を

実

施
し
て
い
ま
す

て
心
か
ら
感
動
す
る
も
の
が
あ
り
》
さ
て
新
聞
少
年
と
し
て
の
過
去
と
き
お
り
、

就
職
し
た
先
輩
の

ま
し
た
。
毎
朝
「
し
ん
ぶ
l
ん
」
《
の
体
験
の
一
端
と
現
在
に
つ
い
て
人
達
が
機
会
あ
る
た
び
に
居
を
訪

と
元
気
よ
く
廻
っ
て
来
る
少
年
を
》
振
り
返
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
れ
、
以
前
に
経
験
し
た
色
々
の
出

、
み
ん
な
で
は
げ
ま
し
た
た
え
て
八
最
初
の
頃
は
、
犬
に
ほ
え
ら
れ
来
事
や
現
在
の
あ
り
方
に
つ
い
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

》
た
り
す
る
の
が
一
番
苦
手
で
あ
り
あ
れ
こ
れ
話
し
て
く
れ
ま
す
。

ん

ま

し

た

。

終

り

に

一

言

い

い

た

い

事

は

、

J

毎
年
十
月
の
第
三
日
曜
日
を
「
新

I
ll

-
-
-
-

一
「
新
聞
配
遺
体
験
発
表
間
少
年
の
日
」
と
定
め
て
今
国
的

市

長

賞

入

賞

者

…

市

長

賞

入

賞

作

品

」

に

そ

の

行

事

が

行

な

わ

れ

て

い

る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

塚
本
哲
夫
(
大
村
園
校
一
年
〉

V

又
、
雨
風
な
ど
の
日
に
戸
締
り
大
村
市
内
の
新
聞
販
売
百
で
は

中
島
義
伸
(
大
村
園
絞
二
年
)
ん
の
堅
い
所
や
ポ
ス
ト
が
な
い
所
の
大
村
地
区
新
聞
販
売
協
議
会
の
下

山
本
誠
福
(
大
村
工
高
一
年
)
一
家
へ
入
れ
る
時
の
困
難
さ
、
雪
の
に
挙
式
す
)
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

~
朝
子
足
の
庫
れ
と
き
た
ら
、
考
え
そ
の
日
市
内
の
約
三
百
数
名
の

ヤ
た
だ
け
で
も
泣
き
た
く
な
る
朝
も
新
聞
少
年
が
一
同
に
会
し
て
、
総

ん
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
理
大
臣
、
支
部
大
臣
、
労
働
大
臣

い
今
で
は
そ
う
い
っ
た
事
に
は
な
県
知
事
、
市
長
及
び
来
賓
の
皆
さ

…
れ
た
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
早
朝
ん
か
ら
、
私
達
新
聞
少
年
に
感
謝

)
起
き
る
の
だ
け
は
ま
だ
ど
う
し
て
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
ら
れ
て
い

ん

も

な

れ

ま

せ

ん

。

ま

す

。

一
し
か
し
、
そ
の
責
任
を
全
う
し
、
そ
の
意
義
を
心
に
深
く
体
す
る

~
家
路
に
急
ぎ
朝
食
を
取
る
時
の
気
事
を
わ
す
れ
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

持
は
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
そ
の
会
で
の
わ
が
母
校
の
玖
島

こ
の
よ
う
に
し
て
体
を
練
り
精

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
は
新
聞

神
を
鍛
う
こ
と
に
よ
っ
て
学
校
で

T

少
年
の
誇
り
を
た
た
え
る
が
ご
と

の
勉
学
に
も
支
障
な
く
励
ん
で
い
く
一
層
花
を
き
か
せ
て
く
れ
ま
し

ま

す

。

た

。

く大村公園にて>

優
秀
配
達
少
年

‘新聞少年表彰式

梶
原
和
春
(
大
村
工
高
一
年
)

前
田
初
男
(
西
中
二
年
)

中
島
稔
(
大
村
工
高
一
年
)

高
月
義
幸
(
大
村
園
校
三
年
)

共
田
福
裕
(
玖
島
中
二
年
)

田
添
春
彦
(
玖
島
中
三
年
)

大
串
義
光
(
西
一
中
三
年
)

横
道
昭
島
問
(
玖
島
中
三
年
)

、
中
島
信
之
(
大
村
工
高
一
年
)

木
下
清
治
(
西
中
二
年
)

塚
本
哲
夫
(
大
村
園
校
一
年
)

鳥
越
延
広
(
玖
島
中
三
年
)

写真

匹。

多
く
の
少
年
諸
君
、
心
身
を
鍛

え
強
い
責
任
感
の
養
成
に
は
、
た

と
え
ば
ず
か
し
い
事
や
困
難
に
ぶ

つ
か
る
事
も
あ
ろ
う
と
も
、
新
聞

少
年
の
体
験
が
、
将
来
自
分
自
身

の
た
め
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で

あ
え
て
お
す
す
め
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
(
園
校
一
年
塚
本
哲
夫
)

道
路
を
き
れ
い
に

市
で
は
長
崎
国
体
を
前
に
「
街

を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」
を
実
施

中
で
あ
り
ま
す
。
特
に
道
路
は
人

の
自
に
う
つ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

の
で
、
道
路
愛
護
の
た
め
あ
ら
ゆ

る
道
路
に
つ
い
て
汚
物
と
か
雑
草

を
放
置
し
な
い
よ
う
、
お
互
い
に

道
路
の
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
d
y
--朝
起
き
て
す
ぐ
、
冷
い

回
一
迫
水
を
い
っ
ぱ
い
飲
む
こ
と

甲
の
司
は
た
い
へ
ん
よ
い
こ
と
だ

置
し
圃
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

写
り
戸
れ
は
、
保
ん
で
い
た
胃
に

国く
中
刺
激
を
与
え
、
消
化
力
を

よ
く
す
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
o

v

扇
風
機
の
風
は
、
二
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
離
れ
て
当
て
ま
し

ょ
う
。
か
ら
だ
の
一
部
だ
け
ひ

や
す
と
、
体
温
の
調
節
が
く
る

っ
て
、
疲
れ
た
り
、
か
ぜ
を
ひ

い
た
り
、
頭
痛
が
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
寝
る
と
き
は
必
ず

止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

J 

a ... 



月日|所在地 |科目 |医院名|電話|

I T 医院 291O 3 袋 婦人科後藤医院 2227 
日 乾馬 科田崎医院 2345 
ーの 科毛利医院 8517 

一一γ10 乾馬場整形外科牟田整形 4501
目 諏訪町小児科出口医院 2252
原口郷内 科|田中(権〉医院 8260

3329 
17 西三城町内 科南野医院 3735 
日 乾馬場内 科田中医院 2724 
ーの郷外 科渡辺医院 8546 
東本町l外 科松尾外科医院 3331 
24 諏訪町内 科上田医院 3505 
日 乾馬場産婦人科福田整形 6124 
竹松郷内 科原 医院 8427 

31 玖島町 科松尾医院 4412
日 抗出津 内科佐藤医院 3070
寿古郷 科長崎医院 8615

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

お
母
さ
ん
た
ち
の

一
日
看
護
婦

昭和44年 8月1日

全
国
看
護
週
間
の
一
つ
と

L
て

医

月
二
十
三
日
大
村
地
区
母
子
A
T

香リ三

役

員

さ

ん

た

ち

十

三

名

が

、

市

立

《

翠

病
院
の
一
日
看
護
婦
に
な
り
ま
し

J

日

た
。
全
員
白
衣
に
着
が
え
、
「
高

V

の

血

圧

」

「

赤

痢

」

等

の

映

画

を

見

込

月

内

円

1

，

た
の
ち
、
上
田
外
科
医
長
の
一
「

火

~

傷
に
つ
い
て
」
五
百
木
婦
長
の
「
を
悪
く
し
消
化
が
悪
い
の
で
極
力
ザ

E
E
E
E
J
i
-
-
:
~

さ
け
ま
し
ょ
う
。
マ
脂
肪
、
塩
分
内

¥
¥
¥
-
d
fを
で
き
る
だ
け
多
く
と
り
ま
し
ょ
V

人

-一
¥
一
一
許
可
ん
う
。
マ
着
色
、
食
品
や
飲
料
に
は
~
ら
の
事
故
に
備
え
て
今
一
度
自
分

ι
J
i
t
-
-

務

露

間

《

~

の

生

命

、

家

族

の

生

命

に

自

を

向

い
:
一
一
ハ
十
一
材
必
ず
湖
周

V

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
マ
屋
外
に
出
回

やら均一
-
F
J
ぞ掠

IFFyb
勢り
J

'

J

《
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

、

勝

馬

J

，

r
Jt

r

ぐ
府
る
時
は
帽
子
を
必
ず
か
ぶ
る
様
に
《

制
7ぷ
閣

官

イ

J

M

J

~
〆

~
i
、
、
、
t
i
i
、
、
、
、
、
!
i
l
l
it
-
-
t
、
、
、
》

V

市
民
の
た
め
の
市
民
に
よ
る
市

戸

線

芝

山

一

一

一

ト

長

宅

濃

t

二

日

月

諸

国

も

お

知

ら

せ

い
ド
鴻
諮
問

-Uv
夫
一
習
慣
づ
け
ま
し
占
う
。
マ
夜
ふ
か
ん
い
た
し
ま
し
た
が
未
だ
お
申
込
の

院
ド
ぃ

f
h
t
lん
し
を
さ
け
て
睡
眠
を
充
分
と
り
ま
い
な
い
方
ば
今
す
ぐ
市
役
所
社
会
課

1
1
4
5
¥
い
し
よ
う
。
マ
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
ん
か
出
張
所
へ
ど
う
ぞ
。
(
八
月
中

鮫

匂

々

~

う

環

境

の

清

掃

に

つ

と

め

ま

し

ょ

切

に

申

込

み

加

入

の

お

方

は

二

四

o

i
写
真
大
村
市
立
病
院
寸
。
マ
予
防
接
種
は
ぜ
ひ
受
け
て
の
円
で
す
)

~
お
き
ま
し
ょ
う
。

-

v
v
事
故
と
加
入
保
険
の
比

ホ
l

タ

イ

巻

き

」

の

講

議

室

け

交

通

傷

害

保

険

に

今

の

と

こ

ろ

交

通

事

故

一

O
に
対

た
の
ち
、
午
後
か
ら
各
病
棟
に
わ

し
て
仔
険
加
入
者
が
三
で
す
。
「

か
れ
、
身
動
き
で
き
な
い
患
者
の
は
・
加
入
し
ま
し
た
自
分
だ
け
は
」
と
思
っ
て
い
る
と

、、，

ジ

l
ツ
交
換
等
、
看
護
業
務
の
一
カ

ヨ

こ
ろ
へ
思
わ
ぬ
災
害
に
ぶ
ち
当
り

部
実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。
お
母
暑
さ
か
ら
体
力
が
消
耗
し
、
交
ま
す
。
実
害
が
起
き
て
か
ら
は
間

通
事
故
が
今
日
も
ま
た
私
た
ち
の

さ

ん

看

護

婦

た

ち

は

、

看

護

業

務

こ

合

い

ま

せ

ん

。

「

備
え
あ
れ
ば

足
元
で
お

こ
っ
て
お
り
ま
す
。
県
、
J

の
重
大
さ
を
し
み
じ
J

み
ど
感
じ
ら
下
で
の
事
故
は
毎
日
↓
l

数
件
に
及
憂
い
な
し
」
。
明
日
と
言
わ
ず
人
守

れ
た
よ
う
す
で
し
た
。
ん
で
い
ま
す
。
激
増
す
る
こ
れ
か
す
ぐ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

りむおお市政だより(3) 

¥、ー

‘車、

、r
句に

発
足
し
て
十
一
年
年
中
行
事
は
四
月
の
歓
迎
会
に

目
を
む
か
え
第
一
回
始
ま
り
夏
休
み
の
一
泊
研
修
会
、

の
送
別
会
で
送
り
出
水
泳
大
会
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ク

し
た
中
学
生
は
、
も
リ
ス
マ
ス
大
会
、
送
別
会
等
と
活
一

う
立
派
な
社
会
人
と
発
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ん

な
っ
て
働
い
て
い
ま
運
営
が
う
ま
く
ゆ
く
条
件
と
し
て
一

す

。

は

、

ジ

ュ

ニ

ア

リ

ー

ダ

ー

や

部

落

一

例
会
は
毎
月
開
か
育
友
会
の
協
力
と
理
解
又
世
話
人
…

れ
中
学
生
に
よ
っ
て
さ
ん
が
一
年
で
交
替
せ
ず
、
数
年

E

ゲ

l
ム
を
や
っ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ

う
た
を
歌
っ
た
り
し
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

て
た
の
し
ん
で
い
ま
会
員
数
五
七
名
(
小
中
生
〉

す

.

子

ど

も

会

長

川

田

俊

秀

坂

口

子

育

成

会

長

水

野

一

郎

「
無
火
災
運
動
の
推

進
に
、
協
力
を
/
」

長
崎
国
体
県
民
運
動
の
一
環
と

し
て
、
八
月
を
「
火
災
0
の
月
」

と
し
て
、
次
の
事
項
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

マ
各
家
庭
の
備
え

ィ
、
い
つ
も
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水

口
、
火
気
の
点
検

、
か
な
ら
ず
一
箇
の
消
火
器

マ
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
学
校
等
で
は

ィ
、
消
火
、
避
難
、
警
報
設
備

の
整
備
点
検
。

口
、
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施

ハ
、
誘
導
灯
誘
導
標
識
の
整
備

マ
山
林
、
原
野
に
お
い
て
は

ィ
、
タ
バ
コ
、
た
き
火
の
後
始

末
を
完
全
に
し
よ
う
。

口
、
火
入
の
届
出
を
必
ず
。



(4) おむらお市政だより
昭和33年4月22日第三種郵便物認可

軍

マ
一

、
他
人
の
鶏
舎
へ
の
立
入
り

及
び
他
人
を
鶏
舎
に
入
れ

h
k

、。

チ
ん

B
V

マ
二
、
消
毒
槽
の
設
置
及
び
手
指

身
体
衣
服
等
の
消
毒

マ
三
、
ひ
な
、

鶏
、
卵
、
等
の
運

撮
具
車
輔
の
消
毒

マ
四
、
鶏
舎
の
清
掃
、
消
毒

マ
五
、
保
健
剤
の
投
与

マ
六
、

病
鶏
の
早
期
隔
離
並
び
に

処
置

昭和44年8月1日
酒田園

i 

大
村
市
奨
学
生
を

再

募

集

先
に
募
集
し
た
大
村
市
奨
学
生

を
選
考
し
た
結
果
、
採
用
予
定
人

員
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
再

募
集
し
ま
す
。

一

、

資

格

マ
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子

女
で
高
等
学
校
に
在
学
中

の
'
も
の
。

マ
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優

秀
で
身
体
強
健
な
も
の
。

マ
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資

の
支
弁
が
園
難
と
認
め
ら

れ
る
も
の
。

ニ

、

貸

与

額

マ

月

額

一

、

五

O
O円

三

、

願

書

マ
各
高
等
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
に
備
え
付

り
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と

四
、
募
集
期
間

マ
自
七
月
二
十
日
至
八
月
十

五
目

玉
、
募
集
人
員

マ
四
名

第
五
十
八
回
成
人
講
座

開
設
日
程

マ
科
目

源
氏
物
語
り
の
中
に
現

代
の
世
相
を
さ
ぐ
る

マ

教

室

中

央
公
民
館

マ
講
師

県
立
大
村
養
護
学
校

校
長
田
中
肇
先
生

マ
日
程

可
噌

4
n
H
u
n
h
u
n
u
u
n
H
U
7
'

・an守
n
x
U「
h
u
n
J
L
「
h
u

r
r
L
F
n〈
u

n

J
ム噌
l
l
'
E
1
n
J
ι

唱

llnJι

3
4
d

『，s
n
x
u
n
M
u
n
u
u
n
u
u
n
u
u
n
H
u
n
H
u
n
H
U唱
t
'

J

I

l

-

-

勤
労
者
美
術
展
開
催

働
く
生
活
の
中
か
ら
創
作
さ
れ

た
美
術
品
を
広
く
展
示
し
、
文
化

的
教
養
を
た
か
め
る
目
的
で
聞
か

れ
る
も
の
で
す

マ
主
催

l
長
崎
県

マ
会
期

l
長
崎
会
場
昭
和
四
十
五

年

一
月
二
十
四
日
l
二
十
六
日

佐
世
保
会
場
昭
和
四
十
五
年
一
月

三
十
日
1
二
月
三
日
ま
で
.

パ術マ
l 博 会
ト 物 場
。館 l
.長

佐崎
世会
保場
会長
場崎
玉県
屋立
デ美

マ
種
目

l
絵
画
(
日
本
画
、
油
絵

、
水
彩
画
、
ク
レ
パ
ス
画
、
素
描

〉
、
写
真
、
書
.

マ
出
品
点
数

l
各
種
目
と
も
自
作

未
発
表
の
も
の
で
一
人
二
点
以
内

と
す
る
.

マ
時
間
い
づ
れ
も
午
後
七
時
か

ら
午
後
九
時
ま
で

住 所 氏 名

陰平郷679番地3 吉本九三
平小)11郷540番地 広瀬数馬
今村郷2760番地 川添 寿

日泊郷357番地 高木隆雄

大里郷208番地 北村徳己

徳泉川内郷1020番地 楠野本政次

櫨久武原部泉川蝿榔内郷182番地
高 良一

905番地の1 一 瀬刀く 悟
894番地 富 清

木場郷1498番地 山口 岩男

並松郷郷7729番地 中 道近 作

諏訪 15 716番地 陰山重夫
p 諏訪郷1400番地 山田政喜

森園郷272番地2 田 崎 一男

原口郷1048番地6 末岡滝十
原口郷原郷1060番地 永尾五平
富の 108地4番地 今回亀市
荒瀬郷146番 田添 正
中岳郷902番地 西川 幹

小路口郷444番地 尾崎正実
黒木郷131番地 森 琢磨

沖田郷229956番番地地方ァ2 向井善次郎

矢上郷23番地 山上 安 一
今富郷318 319番地 山田 隆吉
武留路郷215番地 中島 保

四ノ郷429番地い 山口 義雄
二ノ郷153番地 福田善作

大村市農業委員決まる

「

、，
~ -

マ
賞
状
及
び
奨
励
賞

1
画
、
写
真

、
書
の
優
秀
者
に
労
働
大
臣
賞
、

知
事
賞
を
贈
呈
す
る
。

マ
出
品

l
申
込
十
二
月
二
十
五
日

ま
で
長
崎
市
桜
町
九
番
六
号
長
崎

労
政
事
務
所
.
な
お
詳
細
に
つ
い

て
は
、
県
労
政
課
又
は
長
崎
、
佐

世
保
両
労
政
事
務
所
に
問
い
あ
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。買
受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印

鑑
と
買
受
代
金
を
持
っ

て
ご
参
集

く
だ
さ
い
。

マ
公
売
日
時
四
十
四
年
八
月
六

日

午

前

十

時

マ
公
売
場
所
大
村
市
役
所
収
納

課
マ
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

マ
公
売
保
証
金
見
積
価
格
の
百

分
の
十

マ
代
金
納
付
期
限
八
月
六
日
午

前
十
時
三
十
分

た
だ
し
公
社
の
譲
渡
承
認
が
え
ら

れ
な
い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
り

消
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件

①
電
話
加
入
権

一
一
番

大
村
局
三
六

市
道
廃
止
に
つ
い
て

次
の
市
道
が
八
月

一
目
付
で
廃

止
に
な
り
ま
し
た
。

区

間

大

村

駅

1
昭
和
通
線
の

内

(
乾
馬
場
郷
字
佐
古
の
川
地
内

の
一
部
)
約
五
十
米
で
す
。

池
田
射
撃
場
使
用
予
定

ハ
八
月
U

11日-16日

27目 - 30日

至

1日-2日

18日-21日

4日-9日

自
納
涼
花
火
大
会

八
月
九
日

夏
の
夜
を
い
ろ
ど
る
恒
例
の
納

涼
花
火
大
会
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り

催
さ
れ
ま
す
。
お
そ
ろ
い
で
ご
見

物
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
八
月
九
日
(
土
曜
)
午

後
八
時
か
ら

マ
場
所

玖
島
崎
海
水
浴
場

マ
花
火

約
千
発

(
内
仕
掛
花
火

ム
ハ
ム
ロ
)

， 
d -"， 


